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I
　
付
帯
私
訴
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て

被
害
者
側
が
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
民
法
上
の
損
害
賠
償
請

求
権
を
刑
事
訴
訟
手
続
き
の
中
で
行
使
す
る
訴
訟
形
態
で
あ
る
付
帯

私
訴
（
付
帯
民
事
訴
訟
）
　
は
、
被
害
者
保
護
に
資
す
る
と
し
て
、
近

時
注
目
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
証
拠
と
さ
れ
た
事
実
が
、

民
事
訴
訟
に
お
い
て
再
び
証
拠
調
べ
を
経
る
こ
と
な
く
証
拠
と
し
て

採
用
さ
れ
れ
ば
、
犯
罪
行
為
に
お
い
て
被
っ
た
被
害
の
迅
速
な
補
償

が
図
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
付
帯
私
訴
制
度
と
は
私
人
に
よ

る
訴
追
（
私
人
起
訴
、
自
訴
）
　
の
よ
う
に
私
人
に
刑
事
訴
追
権
を
付

（1）

与
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
被
害
者
が
特
に
関
心
を
持
つ
被
害
補
償

の
範
囲
に
お
い
て
、
刑
事
手
続
へ
の
関
与
を
認
め
る
な
ら
ば
、
被
害

者
が
刑
事
手
続
に
お
い
て
よ
り
主
体
的
な
地
位
を
獲
得
す
る
可
能
性

を
開
く
も
の
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
今
後
の
立
法
に
お
け
る
議
論

の
参
考
と
な
る
よ
う
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
　
に
お
け
る
付
帯
私
訴
制

度
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
資
料
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
中
南
大
学

張
軍
建
教
授
、
漆
丹
教
授
の
協
力
を
得
た
。

Ⅱ
　
中
華
民
国
に
お
け
る
付
帯
民
事
訴
訟
制
度

（2）

（3）
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中
華
民
国
の
付
帯
民
事
訴
訟
制
度
は
、
日
本
の
大
正
刑
事
訴
訟
法



科

に
お
け
る
付
帯
私
訴
制
度
を
模
範
と
し
て
お
り
、
両
者
に
は
多
く
の

共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
現
行
の
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法

資
　
は
、
国
民
政
府
に
よ
り
、
一
九
二
八
年
（
民
国
一
七
年
、
昭
和
三
年
）

七
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
旧
刑

事
訴
訟
法
に
そ
の
原
型
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
、
日
本
刑

（4）

事
訴
訟
法
に
倣
っ
て
略
式
手
続
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
一
九
三
五
年
（
民
国
二
四
年
、
昭
和
一
〇
年
）
　
に
、
修
正

（5）

を
加
え
た
刑
事
訴
訟
法
が
公
布
さ
れ
、
さ
ら
に
新
生
中
華
民
国
下
に

お
い
て
、
適
用
法
令
に
つ
き
民
国
二
六
年
以
前
の
法
令
を
適
用
す
る

旨
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、
民
国
二
四
年
に
公
布
…
施
行
さ
れ
た
刑
事

訴
訟
法
が
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
付
帯

民
事
訴
訟
規
定
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な
改
変
は
な
く
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

中
華
民
国
に
お
け
る
付
帯
民
事
訴
訟
手
続
（
刑
事
訴
訟
法
の
第
九

篇
‥
四
八
七
条
～
五
一
二
条
、
以
下
「
本
篇
」
と
称
す
る
）
　
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
通
則
と
し
て
、
付
帯
民
事
訴
訟
を
提
起
で
き
る
者
は
、
犯

罪
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
被
告
人
及
び
民
法
上
の
賠
償

責
任
を
負
う
者
に
対
し
、
損
害
の
原
状
回
復
を
請
求
し
得
る
　
（
四
八

（6）

七
条
。
日
本
の
大
正
刑
事
訴
訟
法
五
六
七
条
に
類
似
の
定
め
が
あ
る
。

以
下
で
は
日
本
と
略
し
て
対
応
す
る
規
定
を
示
す
）
。
大
正
刑
事
訴

訟
法
で
は
、
請
求
が
可
能
な
の
は
、
被
告
人
に
対
し
て
の
み
で
あ
っ

た
が
、
「
民
法
上
の
賠
償
責
任
を
負
う
者
」
も
含
ま
れ
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。
付
帯
民
事
訴
訟
の
提
起
は
刑
事
訴
訟
の
起
訴
後
、
第
二

審
最
終
弁
論
終
結
前
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
第
一

審
弁
論
終
結
後
、
上
訴
前
に
お
い
て
提
起
す
る
こ
と
を
得
な
い
　
（
四

（7）

八
八
条
、
日
本
五
六
八
条
）
。
大
正
刑
事
訴
訟
法
で
は
、
付
帯
民
事

訴
訟
を
提
起
し
う
る
の
は
第
一
審
最
終
弁
論
終
結
前
ま
で
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
、
付
帯
民
事
訴
訟
を
よ
り
提
起
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
い

え
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
刑
事
訴
訟
の
起
訴
と
は
、
三
一
九
条
以

下
に
定
め
の
あ
る
、
私
人
に
よ
る
訴
追
を
含
む
。

民
事
訴
訟
法
と
刑
事
訴
訟
法
の
適
用
競
合
関
係
に
つ
い
て
は
、
本

篇
に
民
事
訴
訟
法
を
準
用
す
る
特
別
な
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

刑
事
訴
訟
法
の
規
定
を
準
用
す
る
。
（
四
九
〇
条
本
文
、
日
本
五
七

（8）
七
条
本
文
）
。
例
え
ば
、
当
事
者
能
力
及
び
訴
訟
能
力
、
共
同
訴
訟
、

訴
訟
参
加
、
訴
訟
代
理
人
及
び
補
佐
人
、
訴
訟
手
続
の
停
止
、
当
事

者
本
人
の
出
頭
、
和
解
、
請
求
権
の
放
棄
に
基
づ
く
判
決
、
訴
訟
の

提
起
及
び
上
訴
若
し
く
は
抗
告
の
撤
回
、
仮
差
押
、
仮
処
分
及
び
仮

執
行
に
関
し
て
、
民
事
訴
訟
法
の
規
定
を
準
用
す
る
、
と
定
め
た
四

（9）

九
一
条
（
日
本
五
七
二
条
）
は
こ
う
い
っ
た
「
特
別
な
定
め
」
の
例
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と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

但
し
民
事
部
に
移
送
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
差
し
戻
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
四
九
〇
条

但
書
、
日
本
五
七
七
条
但
書
）
、
と
さ
れ
る
。
民
事
部
に
差
し
戻
し

ま
た
は
移
送
さ
れ
る
旨
の
判
決
が
な
さ
れ
れ
ば
、
刑
事
訴
訟
手
続
へ

の
付
帯
性
は
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
他
の
一
般
的
な
民
事
事

件
と
同
一
と
な
り
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
を
通
用
す
る
根
拠
・
必
要

性
も
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

具
体
的
な
訴
訟
の
進
行
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ

た
。
付
帯
民
事
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
の
規
定
に

従
い
、
刑
事
事
件
の
係
属
し
て
い
る
裁
判
所
に
訴
状
を
提
出
し
な
け

（10）

れ
ば
な
ら
ず
（
四
九
二
条
、
日
本
五
七
八
条
）
、
訴
状
及
び
各
当
事

者
の
準
備
書
面
は
、
相
手
方
の
人
数
分
の
謄
本
を
提
出
し
、
裁
判
所

か
ら
相
手
方
に
送
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
四
九
三
条
、
日
本

（11）　　　　　　（12）

五
七
九
、
五
八
〇
条
）
。

裁
判
所
は
、
刑
事
訴
訟
の
公
判
期
日
に
は
付
帯
民
事
訴
訟
の
当
事

（13）

者
及
び
関
係
人
を
召
喚
す
る
こ
と
が
で
き
る
　
（
四
九
四
条
、
日
本
五

（14）

八
一
条
）
。
公
判
期
日
に
法
廷
に
出
頭
し
た
際
に
、
原
告
は
口
頭
に

よ
り
付
帯
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
　
（
四
九
五
条
、
日

（ほ）

本
五
八
二
条
）
。
そ
の
場
合
、
訴
状
の
法
定
必
要
記
載
事
項
を
陳
述

し
、
公
判
調
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
手
方
が
在
廷

し
な
い
場
合
、
又
は
在
廷
し
て
い
る
が
公
判
調
書
の
送
達
を
請
求
す

る
場
合
に
は
、
公
判
調
書
を
相
手
方
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
四
九
五
条
。
日
本
規
定
な
し
）
。

ま
た
、
付
帯
民
事
訴
訟
の
付
帯
性
ゆ
え
に
以
下
の
よ
う
な
規
定
が

あ
る
。
管
轄
に
関
す
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
刑
事
事
件
に
付
随
す
べ

（16）

き
で
あ
る
　
（
四
八
九
条
、
日
本
五
六
九
条
）
。
付
帯
民
事
訴
訟
の
審

理
は
原
則
と
し
て
刑
事
訴
訟
の
審
理
後
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（け）

（
四
九
六
条
本
文
、
日
本
五
八
三
条
）
。
な
ぜ
な
ら
、
刑
事
訴
訟
に
お

い
て
証
拠
調
べ
を
し
た
証
拠
は
、
付
帯
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
既
に

（18）

証
拠
調
べ
を
経
た
と
見
な
さ
れ
　
（
四
九
九
条
、
日
本
五
八
六
条
）
、

付
帯
民
事
訴
訟
の
判
決
は
、
刑
事
訴
訟
判
決
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た

事
実
を
根
拠
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
　
（
五
〇
〇
条
、

（19）

日
本
五
七
〇
条
）
。
さ
ら
に
、
付
帯
民
事
訴
訟
は
刑
事
訴
訟
と
同
時

（20）

に
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
五
〇
一
条
、
日
本
五
九
二
条
）
。

な
お
、
大
正
刑
事
訴
訟
法
や
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
と
の
比
較
に
お

い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
裁
判
所
は
付
帯
民
事
訴
訟
が
繁
雑
で
あ
り
、

長
い
期
日
を
経
な
い
と
審
判
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

合
議
に
よ
る
決
定
を
も
っ
て
裁
判
所
の
民
事
部
に
移
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
五
〇
四
条
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
点
、
大
正
刑
事
訴
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料

訟
法
は
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
審
理
が
長
期
に
わ
た
る
と
考
え
ら

れ
る
と
き
は
却
下
す
べ
き
と
し
、
そ
の
決
定
に
対
し
て
抗
告
は
で
き

（21）

資
　
な
い
と
し
て
い
た
（
日
本
五
八
九
条
）
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
民

事
的
判
断
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
訴
訟
が
遅
滞
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
に
は
、
請
求
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
規
定
が

制
度
運
用
上
の
最
も
大
き
な
障
害
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

民
事
部
へ
の
移
送
を
認
め
た
こ
の
条
文
は
、
裁
判
官
・
検
察
官
双
方

に
と
っ
て
の
負
担
増
を
避
け
、
付
帯
民
事
訴
訟
が
円
滑
に
運
用
さ
れ

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。

付
帯
民
事
訴
訟
に
お
け
る
、
民
事
訴
訟
の
当
事
者
と
し
て
の
地
位

に
関
し
て
は
、
四
九
七
条
、
四
九
九
条
の
規
定
が
注
目
さ
れ
る
。
検

察
官
は
付
帯
民
事
訴
訟
の
審
判
に
関
与
す
る
必
要
が
な
く
（
四
九
七

（22）

条
、
日
本
五
八
八
条
）
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
調
べ
に
対
し
て
、

付
帯
民
事
訴
訟
の
当
事
者
ま
た
は
代
理
人
が
意
見
を
陳
述
し
得
る

（
乃
）
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

（
四
九
九
条
、
日
本
五
七
七
、
五
八
五
、
三
四
九
条
）
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。判

決
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
無
罪
、
免
訴
、
若
し
く

（
顎

は
不
受
理
の
判
決
を
言
渡
す
と
き
は
、
付
帯
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
、

判
決
で
原
告
の
訴
え
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、

刑
事
訴
訟
の
判
決
に
対
し
て
上
訴
し
な
い
限
り
、
上
訴
し
て
は
な
ら

（26）

な
い
　
（
五
〇
三
条
、
日
本
五
九
〇
条
）
。
但
し
、
原
告
が
請
求
す
る

場
合
に
つ
い
て
、
付
帯
民
事
訴
訟
を
管
轄
裁
判
所
の
民
事
部
に
移
送

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
五
〇
三
条
、
日
本
規
定
な
し
）
。
私
人
に

ょ
る
訴
追
の
事
件
に
つ
い
て
、
決
定
に
よ
り
そ
の
起
訴
を
却
下
し
た

場
合
は
、
決
定
を
も
っ
て
原
告
の
訴
え
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
　
（
五
〇
三
条
第
四
項
、
日
本
規
定
な
し
）
。
な
お
、
上
訴
に
つ
い

（27）
て
は
、
刑
事
訴
訟
の
第
二
審
判
決
に
対
し
て
第
三
審
裁
判
所
に
上
訴

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
付
帯
民
事
訴
訟
の

第
二
審
判
決
に
対
し
て
第
三
審
裁
判
所
に
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
五
〇
六
条
、
日
本
規
定
な
し
）
　
と
の
規
定
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
、

上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
は
、
三
七
六
条
に
お
け
る
、
刑

法
六
一
条
に
掲
げ
る
罪
（
比
較
的
軽
微
な
罪
や
窃
盗
罪
・
横
領
罪
…

詐
欺
罪
等
）
　
に
つ
い
て
第
二
審
判
決
を
経
た
と
き
、
上
訴
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
指
す
。
か
つ
て
は
、

刑
事
訴
訟
に
つ
い
て
上
訴
で
き
な
い
場
合
に
は
、
付
帯
民
事
訴
訟
に

つ
い
て
も
上
訴
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
が
改
め
ら

（刀）

れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
審
裁
判
所
は
、
刑
事
訴
訟
事
件
の
取
り
扱
い
に
応
じ
て
、
付

帯
民
事
訴
訟
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
、
刑
事
訴
訟
に
関
し
て
上
訴
理
由
が
な
い
と
し
て
棄
却
し
た
場
合
、

41巻2号（2007…1）（188）
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付
帯
民
事
訴
訟
の
原
判
決
に
上
訴
理
由
に
な
る
法
令
の
違
反
が
な
い

と
き
、
上
訴
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
五
〇
八
条
一
項
、
日

（
空

本
六
〇
五
条
）
。
付
帯
民
事
訴
訟
の
原
判
決
に
お
い
て
上
訴
理
由
に

な
る
法
令
の
違
反
が
あ
る
と
き
に
は
、
破
棄
自
判
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
但
し
事
実
を
審
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ
の
事
件
を
原

審
の
裁
判
所
の
民
事
部
に
差
し
戻
し
、
ま
た
は
原
審
の
裁
判
所
と
同（30）

じ
審
級
の
他
の
裁
判
所
の
民
事
部
に
差
し
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
3
1
）
　
　
　
　
　
（
型

（
五
〇
八
条
二
項
、
日
本
六
〇
六
、
六
〇
七
条
）
。

刑
事
訴
訟
に
つ
い
て
の
上
訴
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
、
原
判
決
を

破
棄
し
、
自
判
す
る
場
合
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
刑
事
訴
訟

判
決
の
変
更
が
付
帯
民
事
訴
訟
に
影
響
す
る
場
合
、
或
い
は
付
帯
民

事
訴
訟
の
原
判
決
に
お
い
て
上
訴
理
由
に
な
る
法
令
違
反
の
事
由
が

あ
る
場
合
原
判
決
を
取
り
消
し
、
そ
の
事
件
を
日
刊
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
但
し
事
実
を
審
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ
の
事
件
を

原
審
の
裁
判
所
の
民
事
部
に
差
し
戻
し
、
ま
た
は
原
審
の
裁
判
所
と

同
じ
審
級
の
他
の
裁
判
所
の
民
事
部
に
差
し
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
刀
）
　
　
　
　
（
別
）
　
　
　
　
　
（
型

い
　
（
五
〇
九
条
一
項
、
日
本
六
〇
八
、
六
〇
九
、
六
一
〇
条
）
。
刑

事
訴
訟
判
決
の
変
更
は
付
帯
民
事
訴
訟
に
影
響
し
な
い
場
合
、
か
つ

付
帯
民
事
訴
訟
の
原
判
決
に
上
訴
理
由
に
な
る
法
令
の
違
反
が
あ
る

と
き
上
訴
を
棄
却
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
五
〇
九
条
二
項
、
日
本

六
〇
八
条
）
。

刑
事
訴
訟
に
対
し
て
上
訴
理
由
が
あ
る
と
認
め
、
原
判
決
を
取
り
消

し
、
そ
の
事
件
を
原
審
、
若
し
く
は
そ
の
他
の
裁
判
所
に
差
し
戻
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
付
帯
民
事
訴
訟
の
上
訴
に
対
し
て
同
一

（36）

判
決
を
な
す
こ
と
に
な
る
（
五
一
〇
条
、
日
本
六
二
条
）
。

ま
た
、
付
帯
民
事
訴
訟
の
判
決
に
対
し
て
再
審
を
請
求
す
る
場
合

に
は
、
付
帯
性
は
失
わ
れ
、
民
事
訴
訟
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

原
判
決
の
裁
判
所
の
民
事
部
に
再
審
の
請
求
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

（37）

な
ら
な
い
　
（
五
一
二
条
、
日
本
五
七
六
条
）
と
さ
れ
る
。

Ⅲ
　
日
本
法
に
対
す
る
示
唆

（刃）

中
華
民
国
で
は
私
人
に
よ
る
訴
追
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
公
訴
独

占
主
義
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
検
察
官
の
み
な
ら
ず
、
〓
疋

の
資
格
を
有
す
る
私
人
（
三
一
九
条
、
犯
罪
の
被
害
者
に
限
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
）
起
訴
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
犯
罪
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
者
は
私
人
訴
追
に
よ
る
刑
事
事
件

に
関
し
て
刑
事
手
続
に
お
い
て
付
帯
民
事
訴
訟
の
形
で
損
害
賠
償
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
害
者
の

被
害
回
復
に
大
き
な
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
起
訴
法
事
王
義
と
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（

3

9

）

起
訴
便
宜
主
義
を
併
用
し
て
い
る
た
め
、
起
訴
便
宜
主
義
を
採
用
し

た
場
合
に
生
じ
る
、
公
訴
提
起
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
付
帯
私
訴
に

（40）

資
　
よ
る
便
宜
を
受
け
う
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
、
と
の
弊
害
は
日
本
の

場
合
よ
り
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

中
華
民
国
の
弁
護
士
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
付
帯
私
訴
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
以
下
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、

高
額
の
裁
判
費
用
を
納
付
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
際
、
一
般
の
民
事
手
続
に
よ
れ
ば
、
高
額
の
裁

（
公

判
費
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
付
帯
民
事
訴
訟
手
続

を
利
用
す
る
と
、
刑
事
手
続
に
付
帯
す
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
刑
事
手
続
の
〝
無
償
″
性
も
承
継
し
、
高
額
の
民
事
裁
判

費
用
に
よ
り
生
じ
た
問
題
の
解
消
に
役
立
つ
。

そ
し
て
、
第
二
は
、
民
事
の
損
害
賠
償
と
刑
事
の
犯
罪
訴
追
と
を

同
一
手
続
で
行
え
ば
、
量
刑
面
で
の
刑
事
政
策
的
考
慮
を
損
害
賠
償

の
迅
速
実
現
の
た
め
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
被

告
人
の
弁
護
人
と
し
て
は
、
付
帯
民
事
に
お
い
て
和
解
（
賠
償
）
が

成
立
し
た
な
ら
ば
、
刑
事
事
件
に
つ
い
て
軽
い
刑
や
執
行
猶
予
を
求

め
や
す
く
な
る
。
一
方
、
被
害
者
の
代
理
人
と
し
て
は
（
付
帯
民
事

訴
訟
の
み
の
代
理
人
、
告
訴
代
理
人
兼
付
帯
民
事
訴
訟
代
理
人
、
自

訴
代
理
人
兼
付
帯
民
事
訴
訟
代
理
人
、
の
三
つ
の
可
能
性
が
あ
る
）
、

合
理
的
な
賠
償
を
迅
速
に
実
現
す
る
た
め
に
、
刑
事
手
続
を
利
用
し

て
、
量
刑
が
軽
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
被
告
人
に
説
得
し
、
同

時
に
裁
判
官
か
ら
こ
の
よ
う
な
〝
利
用
″
を
黙
示
的
に
許
容
し
て
も

ら
い
、
さ
ら
に
裁
判
官
が
、
被
害
者
に
適
切
な
損
害
賠
償
を
行
え
ば
、

刑
の
軽
減
と
い
う
方
向
で
考
慮
す
る
と
い
う
態
度
を
、
明
示
或
い
は

黙
示
で
、
被
告
人
に
示
す
こ
と
を
期
待
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
一
般

の
民
事
手
続
と
比
べ
、
加
害
者
が
賠
償
に
応
じ
る
可
能
性
が
よ
り
高

く
な
り
、
且
つ
、
繁
雑
な
民
事
強
制
執
行
を
経
な
い
で
済
む
場
合
も

あ
る
（
加
害
者
が
任
意
に
履
行
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
）
。
国
家
側

に
と
っ
て
も
、
も
し
、
執
行
猶
予
や
罰
金
刑
の
言
渡
し
に
よ
り
、
刑

務
所
に
お
け
る
収
容
過
剰
に
関
す
る
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
被
害
者
救
済
に
資
す
る
様
々
な
配
慮
が
あ
る
と
同

時
に
、
付
帯
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
民
事
部
へ
の
速
や

か
な
移
送
と
い
っ
た
、
刑
事
訴
訟
の
限
界
を
わ
き
ま
え
た
民
事
訴
訟

と
の
適
切
な
役
割
分
担
が
、
制
度
活
用
を
促
進
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
今
後
日
本
に
お
け
る
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て
、

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

0

9

1

1
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（
1
）
　
た
だ
し
、
付
帯
私
訴
と
私
人
訴
追
が
明
確
に
分
離
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
制
度
導
入
の
初

期
は
両
者
が
未
分
離
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
垂
水
克

己
「
明
治
大
正
刑
事
訴
訟
法
史
（
こ
」
法
学
会
雑
誌
一
八
巻

二
号
二
九
四
〇
年
）
　
五
四
頁
、
垂
水
克
己
「
明
治
大
正
刑
事

訴
訟
法
史
（
二
）
」
法
学
会
雑
誌
一
八
巻
三
号
（
一
九
四
〇
年
）

三
四
、
三
七
頁
。
終
戦
後
に
お
け
る
私
人
訴
追
制
度
導
入
の

議
論
に
つ
い
て
は
、
井
上
正
仁
・
渡
辺
咲
子
・
田
中
開
編
著

『
刑
事
訴
訟
制
定
資
料
全
集
－
昭
和
刑
事
訴
訟
法
編
（
一
）
』
（
二

〇
〇
一
年
）
一
六
五
頁
以
下
、
二
〇
九
頁
以
下
、
二
三
七
頁

以
下
参
照
。

（
2
）
　
訳
文
に
つ
い
て
は
、
張
有
忠
翻
訳
…
監
修
『
中
華
民
国
六

法
全
書
』
　
（
一
九
九
三
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
3
）
　
条
文
に
つ
い
て
は
、
伊
達
公
義
解
『
大
正
新
五
法
二
一
九
二

三
年
）
を
参
照
し
た
。
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
長
谷
川
貞

之
「
犯
罪
被
害
者
の
損
害
回
復
と
附
帯
私
訴
・
刑
事
和
解
の

制
度
」
比
較
法
文
化
一
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
）
　
六
二
頁
以
下
、

樫
見
由
美
子
「
『
附
帯
私
訴
』
　
に
つ
い
て
」
金
沢
法
学
四
五
巻

二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
六
五
頁
以
下
が
参
考
に
な
る
。

（
4
）
　
小
野
清
一
郎
…
団
藤
重
光
「
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法
（
上
）
」

（
一
九
三
八
年
）
一
七
頁
以
下
。
制
定
・
実
施
が
急
が
れ
て
い

た
刑
法
…
刑
事
訴
訟
法
に
つ
い
て
は
、
清
朝
末
期
よ
り
す
で

に
立
法
お
よ
び
修
正
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

十
分
な
立
案
討
議
を
経
な
い
ま
ま
公
布
・
施
行
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

（
5
）
　
邦
訳
と
し
て
、
司
法
省
調
査
課
「
司
法
資
料
　
中
華
民
国

刑
法
刑
事
訴
訟
法
」
　
（
一
九
三
五
年
）
　
が
あ
る
。

（
6
）
　
第
五
百
六
十
七
條
　
犯
罪
二
因
り
身
健
、
自
由
、
名
馨
又

ハ
財
産
ヲ
害
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
其
ノ
損
害
ヲ
原
因
ト
ス
ル
請

求
二
付
公
訴
二
附
帯
シ
公
訴
ノ
被
告
人
二
封
シ
テ
私
訴
ヲ
提

起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
〇
頁
）

（
7
）
　
第
五
百
六
十
八
條
　
私
訴
ハ
公
訴
二
付
第
一
審
ノ
拝
論
終

結
ス
ル
ニ
至
ル
迄
之
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
線
審
中
ハ

之
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
待
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
〇
頁
）

（
8
）
　
第
五
百
七
十
七
條
　
私
訴
二
付
テ
ハ
審
級
こ
従
ヒ
公
訴
こ

開
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
但
シ
民
事
部
こ
差
戻
シ
又
ハ
移
送
シ

タ
ル
ト
キ
ハ
民
事
訴
訟
法
こ
依
ル

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
三
頁
）

（
9
）
　
第
五
百
七
十
二
候
　
民
事
訴
訟
法
中
左
二
掲
ク
ル
事
項
二

閲
ス
ル
規
定
ハ
私
訴
二
付
之
ヲ
準
用
ス
但
シ
即
時
抗
告
ノ
提

起
期
間
ハ
決
定
ノ
告
知
ア
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
三
日
ト
ス

一
　
訴
訟
能
力

二
　
共
同
訴
訟
人

三
　
第
三
者
ノ
訴
訟
参
加
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四
　
訴
訟
代
理
及
輔
佐

五
　
訴
訟
費
用

六
　
保
護

七
　
訴
訟
上
ノ
救
助

八
　
訴
訟
手
頼
ノ
中
断
及
中
止

九
　
当
事
者
本
人
ノ
出
頭

十
　
訴
訟
上
ノ
和
解

十
一
請
求
ノ
拗
棄
二
基
キ
テ
鵠
ス
列
決

十
二
　
訴
又
ハ
上
訴
ノ
取
下

十
三
　
強
制
執
行

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
一
～
一
八
二
頁
）

（
1
0
）
　
第
五
百
七
十
八
條
　
私
訴
ヲ
提
起
ス
ル
ニ
ハ
民
事
訴
訟
法

二
準
シ
訴
状
ヲ
裁
判
所
二
差
シ
出
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
三
頁
）

（
1
1
）
　
第
五
百
七
十
九
僚
　
訴
状
其
ノ
他
封
手
人
二
交
付
ス
ヘ
キ

書
類
ハ
裁
判
所
二
差
出
ス
モ
ノ
ノ
野
手
人
ノ
教
二
應
シ
テ
之

ヲ
差
出
ス
へ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
三
頁
）

（
ほ
）
　
第
五
百
八
十
條
　
裁
判
所
訴
状
ヲ
受
取
り
タ
ル
ト
キ
ハ
速

こ
之
ヲ
被
告
こ
送
達
ス
ヘ
シ
公
判
期
日
こ
出
頭
シ
タ
ル
被
告

二
封
シ
公
判
廷
二
於
テ
訴
状
ヲ
交
付
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
速
達
ア

リ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
三
頁
）

（
1
3
）
　
大
正
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
、
公
判
期
日
そ
の
ほ
か
刑

事
訴
訟
手
続
の
進
行
に
関
す
る
情
報
が
原
告
た
る
べ
き
者
に

事
前
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
裁
判
所

が
当
事
者
を
召
喚
し
、
法
廷
に
出
頭
し
た
際
に
口
頭
で
付
帯

私
訴
提
起
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
形
で
解
決
を
図
っ
た
、

と
さ
れ
る
。
矢
迫
秀
作
『
刑
事
訴
訟
法
要
義
　
増
補
改
訂
版
』

（
一
九
四
一
年
）
　
八
一
九
頁
。

（
望
　
第
五
百
八
十
一
條
　
公
訴
ノ
公
判
期
日
こ
ハ
私
訴
関
係
人

ヲ
召
喚
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
三
頁
）

（
1
5
）
　
第
五
百
八
十
二
條
　
原
告
公
判
期
日
二
出
頭
シ
訴
状
ヲ
差

出
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル
事
由
ヲ
疏
明
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
口
頭
ヲ
以

テ
私
訴
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
被
告
出
頭
セ
サ
ル
場
合

二
於
テ
ハ
此
ノ
限
こ
在
ラ
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
四
頁
）

（
1
6
）
　
第
五
百
六
十
九
條
　
公
訴
二
付
第
三
條
、
第
四
條
、
第
六

條
、
第
七
條
、
第
九
條
第
二
項
、
第
十
條
第
二
項
、
第
二
十

三
條
又
は
第
三
百
五
十
六
條
但
書
ノ
決
定
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

私
訴
二
付
亦
同
一
ノ
決
定
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス

公
訴
こ
付
管
轄
逮
ノ
言
渡
ヲ
鵠
シ
タ
ル
時
ハ
私
訴
二
付
亦
同

一
ノ
言
渡
ヲ
烏
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
〇
頁
）

（
け
）
　
第
五
百
八
十
三
條
　
私
訴
ノ
取
調
ハ
公
訴
ノ
審
理
ヲ
経
へ
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タ
ル
後
之
ヲ
鵠
ス
ヘ
シ
但
シ
裁
判
長
ハ
公
訴
ノ
審
理
中
ト
錐

職
権
ヲ
以
テ
私
訴
二
付
取
調
ヲ
鵠
ス
コ
ト
ヲ
得

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
四
頁
）

（
1
8
）
　
第
五
百
八
十
六
條
　
公
訴
二
付
取
調
へ
タ
ル
諜
接
ハ
私
訴

こ
付
取
調
へ
タ
ル
モ
ノ
下
着
倣
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
五
頁
）

（
1
9
）
　
第
五
百
七
十
條
　
私
訴
ノ
判
決
ハ
公
訴
ノ
判
決
二
於
テ
認

メ
タ
ル
事
賛
こ
基
キ
之
ヲ
鵠
ス
ヘ
シ
但
シ
請
求
ノ
拙
棄
二
基

キ
テ
馬
ス
列
決
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
〇
頁
）

（
2
0
）
　
第
五
百
九
十
二
條
　
裁
判
所
ハ
公
訴
ノ
判
決
ト
同
時
二
私

訴
ノ
判
決
ヲ
鵠
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
六
百
〇

（
2
1
）
　
第
五
百
八
十
九
條
　
裁
判
所
ハ
訴
訟
ノ
如
何
ナ
ル
程
度
二

在
ル
ヲ
間
ハ
ス
数
多
ノ
日
時
ヲ
費
ス
ニ
非
サ
レ
ハ
私
訴
ノ
審

判
ヲ
終
結
シ
難
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
決
定
ヲ
以
テ
私
訴

ヲ
却
下
ス
ヘ
シ
此
ノ
決
定
二
封
シ
テ
ハ
抗
告
ヲ
烏
ス
コ
ト
ヲ

得
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
五
頁
）

（
2
2
）
　
第
五
百
八
十
八
條
　
検
事
ハ
私
訴
ノ
審
判
二
立
曾
フ
コ
ト

ヲ
要
セ
ス

検
事
私
訴
ノ
審
判
二
立
合
ヒ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
昔
事
者
ノ

群
論
終
リ
タ
ル
後
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
五
頁
）

（
2
3
）
　
第
五
百
八
十
五
條
　
裁
判
所
ハ
相
昔
ノ
陳
述
ヲ
鵠
ス
コ
ス

ト
能
ハ
サ
ル
昔
事
者
、
訴
訟
代
理
人
又
ハ
輔
佐
人
二
封
シ
決

定
ヲ
以
テ
其
ノ
後
ノ
陳
述
ヲ
禁
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場
合
こ

於
テ
ハ
新
期
日
ヲ
定
メ
梓
護
士
ヲ
シ
テ
訴
訟
代
理
ヲ
鵠
サ
シ

ム
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
命
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
四
頁
）

（
＝
空
　
第
三
百
四
十
九
條
　
謹
嬢
調
終
り
タ
ル
後
検
事
ハ
草
書
及

法
律
ノ
適
用
二
付
意
見
ヲ
陳
述
ス
ヘ
シ

被
告
人
及
ヒ
弁
護
人
ハ
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

被
告
人
又
ハ
弁
護
人
こ
ハ
最
終
二
陳
述
ス
ル
機
会
ヲ
輿
フ
ヘ

シ（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
一
二
頁
）

（
空
　
「
不
受
理
」
は
日
本
の
刑
訴
法
の
「
公
訴
棄
却
」
と
い
う
概

念
に
近
い
。
中
華
民
国
で
は
、
公
訴
独
占
主
義
は
採
用
さ
れ

ず
、
公
訴
と
私
人
に
よ
る
訴
追
の
制
度
と
が
並
立
し
て
い
る

が
、
日
本
で
は
、
私
人
に
よ
る
訴
追
制
度
は
現
在
行
わ
れ
て

い
な
い
。
概
念
上
、
「
公
訴
棄
却
」
の
中
に
「
私
人
に
よ
る
訴

追
」
を
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
中
華
民
国
刑
訴
法

に
お
い
て
は
、
「
公
訴
棄
却
」
と
「
私
人
に
よ
る
訴
追
の
却
下
」

の
概
念
を
包
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
「
不
受
理
」
と

い
う
用
語
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
刑
訴
法
の
第
三

三
八
条
で
定
め
た
公
訴
棄
却
の
理
由
（
四
つ
）
は
中
華
民
国
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資　　料

刑
訴
法
の
三
〇
三
条
（
不
受
理
の
理
由
は
七
つ
）
　
の
中
に
も

含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
す
で
に
刑
事
訴
訟
が
提
起
さ
れ

て
い
る
な
ら
、
重
ね
て
同
一
裁
判
所
に
起
訴
が
な
さ
れ
た
場

合
に
は
、
日
本
で
は
公
訴
棄
却
に
な
り
、
台
湾
で
は
公
訴
・

私
人
に
よ
る
起
訴
い
ず
れ
を
も
含
む
と
い
う
ゆ
え
に
、
「
公
訴

棄
却
」
と
い
う
用
語
で
は
な
く
、
「
不
受
理
」
の
判
決
を
な
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
。

（
竺
　
第
五
百
九
十
條
　
公
訴
こ
付
無
罪
、
免
訴
又
ハ
公
訴
棄
却

ノ
判
決
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
判
決
ヲ
以
テ
私
訴
ヲ
却
下
ス
ヘ
シ

公
訴
二
付
公
訴
棄
却
ノ
決
定
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
決
定
ヲ
以
テ

私
訴
ヲ
却
下
ス
ヘ
シ

前
二
項
ノ
規
定
こ
依
り
私
訴
ヲ
却
下
シ
タ
ル
判
決
又
ハ
決
定

二
封
シ
テ
ハ
公
訴
二
付
上
訴
ア
リ
タ
リ
ト
キ
こ
非
サ
レ
ハ
上

訴
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
五
～
一
八
六
頁
）

（
2
7
）
　
中
華
民
国
で
は
、
「
控
訴
」
…
「
上
告
」
と
い
う
用
語
は
用
い

ら
れ
ず
、
共
に
第
一
審
か
ら
第
二
審
、
あ
る
い
は
第
二
審
か

ら
第
三
審
へ
の
「
上
訴
」
と
さ
れ
る
。
な
お
、
第
三
審
は
法

律
審
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
民
国
五
六
年
一
月
二
二
日
全
文
修
正
前
は
、
以
下
の
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
第
五
一
〇
粂
・
刑
事
訴
訟
之
第
二
審

判
決
不
得
上
訴
於
第
三
審
法
院
者
、
封
於
其
附
帯
民
事
訴
訟

之
第
二
審
判
決
、
亦
不
得
向
第
三
審
法
院
上
訴
。

（
2
9
）
　
第
六
百
五
條
　
第
四
百
四
十
六
條
ノ
規
定
二
依
り
公
訴
二

付
上
告
棄
却
ノ
判
決
ヲ
鵠
ス
場
合
二
於
テ
私
訴
二
付
上
告
ノ

理
由
ト
馬
ル
ヘ
キ
法
令
ノ
違
反
ナ
キ
ト
キ
ハ
判
決
ヲ
以
テ
上

告
ヲ
棄
却
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
九
〇
頁
）

（
3
0
）
　
原
審
以
外
の
裁
判
所
に
差
し
戻
す
こ
と
を
、
中
華
民
国
で

は
「
発
交
」
と
い
う
。

（
型
　
第
六
百
六
條
　
第
四
百
四
十
六
條
ノ
規
定
二
依
り
公
訴
二

付
上
告
棄
却
ノ
判
決
ヲ
鵠
ス
場
合
二
於
テ
私
訴
こ
付
上
告
ノ

理
由
ト
鵠
ル
ヘ
キ
法
令
ノ
違
反
ア
ル
ト
キ
ハ
第
六
百
七
催
ノ

場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
列
決
ヲ
以
テ
原
判
決
ヲ
破
毀
シ
事
件
二
付

更
二
判
決
ヲ
鵠
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
九
〇
～
一
九
一
頁
）

（
型
　
第
六
百
七
條
　
前
條
ノ
場
合
二
於
テ
事
件
二
付
更
二
判
決

ヲ
鵠
ス
薦
事
賓
ノ
審
理
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
事
件
ヲ
原
裁

判
所
ノ
民
事
部
二
差
戻
シ
又
ハ
原
裁
判
所
ト
同
等
ナ
ル
他
ノ

我
利
所
ノ
民
事
部
二
移
送
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
九
一
頁
）

（
型
　
第
六
百
八
傭
　
公
訴
二
付
原
判
決
ヲ
破
撃
ン
被
告
事
件
二

付
更
二
判
決
ヲ
寧
ン
タ
ル
場
合
こ
於
テ
ハ
左
ノ
直
別
二
従
ヒ

私
訴
二
付
判
決
ヲ
鵠
ス
ヘ
シ

一
公
訴
ノ
判
決
ハ
私
訴
二
影
響
ヲ
及
ホ
ス
へ
キ
攣
更
ヲ
鵠

シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
私
訴
二
付
上
告
ノ
理
由
ト
烏
ル
へ
キ
法
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令
ノ
違
反
ア
ル
ト
キ
ハ
原
判
決
ヲ
破
毀
ス

二
　
公
訴
ノ
判
決
私
訴
二
影
響
ヲ
及
ホ
ス
ヘ
キ
欒
更
ヲ
鵠
サ

ス
且
私
訴
二
付
上
告
ノ
理
由
ト
鵠
ル
ヘ
キ
法
令
ノ
違
反
ナ

キ
ト
キ
ハ
上
告
ヲ
棄
却
ス

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
九
一
頁
）

（
3
4
）
　
第
六
百
九
條
　
前
條
ノ
規
定
二
依
り
私
訴
二
付
原
判
決
ヲ

破
毀
ス
ル
場
合
二
於
テ
ハ
第
六
百
十
條
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外

事
件
二
付
更
二
判
決
ヲ
烏
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
九
一
～
一
九
二
頁
）

（
3
5
）
　
第
六
百
十
條
　
第
六
百
八
條
ノ
規
定
二
依
り
私
訴
二
付
原

列
決
ヲ
破
毀
ス
ル
場
合
二
於
テ
事
件
二
付
更
二
判
決
ヲ
寅
ス

烏
私
訴
ノ
ミ
ニ
付
事
案
ノ
審
理
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
事
件

ヲ
原
裁
判
所
ノ
民
事
部
二
差
戻
シ
又
ハ
原
裁
判
所
ト
同
等
ナ

ル
他
ノ
裁
判
所
ノ
民
事
部
二
移
送
ス
へ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
九
二
頁
）

（
3
6
）
　
第
六
百
十
一
條
　
公
訴
二
付
原
判
決
ヲ
破
毀
シ
差
庚
又
ハ

移
送
ノ
判
決
ヲ
鵠
ス
場
合
こ
於
テ
ハ
私
訴
こ
付
同
一
ノ
判
決

ヲ
鵠
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
九
二
頁
）

（
3
7
）
　
第
五
百
七
十
六
條
　
私
訴
ノ
判
決
二
封
ス
ル
再
審
ノ
訴
ハ

民
事
訴
訟
法
二
依
り
原
判
決
ヲ
烏
シ
タ
ル
裁
判
所
ノ
民
事
部

二
之
ヲ
鵠
ス
ヘ
シ

（
伊
達
公
義
編
『
大
正
新
五
法
』
一
八
二
～
一
八
三
頁
）

（
3
8
）
　
黄
朝
義
「
台
湾
に
お
け
る
自
訴
（
被
害
者
訴
追
）
制
度
」
『
大

野
眞
義
先
生
古
稀
祝
賀
　
刑
事
法
学
の
潮
流
と
展
望
』
　
（
二
〇

〇
〇
年
）
　
四
七
四
頁
以
下
。

（
3
9
）
　
中
華
民
国
刑
事
訴
訟
法
に
は
、
二
五
三
条
の
微
罪
の
不
起

訴
と
二
五
三
－
一
条
の
軽
罪
　
（
微
罪
よ
り
重
い
）
　
の
緩
起
訴

（
起
訴
猶
予
）
　
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
範
囲
で
は
起
訴
便
宜
主

義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
0
）
　
川
出
敏
裕
「
付
帯
私
訴
制
度
に
つ
い
て
」
『
田
宮
裕
博
士
追

悼
論
集
　
下
巻
』
　
（
二
〇
〇
三
年
）
　
三
〇
三
頁
。

（
4
1
）
　
裁
判
費
用
の
計
算
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
三
年
以
前
の
旧
法

（
民
事
訴
訟
費
用
法
）
　
に
よ
る
と
、
訴
訟
目
的
の
価
値
の
百
の

一
で
あ
っ
た
た
め
、
損
害
額
が
高
い
と
裁
判
費
用
も
高
か
っ

た
。
単
行
法
規
で
あ
る
旧
法
が
廃
止
さ
れ
、
訴
訟
費
用
　
（
裁

判
費
用
を
含
め
て
）
　
の
計
算
に
つ
い
て
の
規
定
が
民
事
訴
訟

法
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
は
こ
の
不
公
平
性
は
あ
る
程
度
是
正

さ
れ
て
い
る
。

（195）41巻2号（2007．1）


